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薬⽤作物産地⽀援協議会
⽇本漢⽅⽣薬製剤協会 ⽣薬委員会 ⽣薬国内⽣産検討班

令和５年度 薬⽤作物産地⽀援栽培技術研修会

薬用作物産地支援協議会

漢⽅薬とは︖

需要は︖
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漢⽅医学の流れ

･「漢⽅医学」は、中国起源の医学を基に、
⽇本で独⾃の発展を遂げた伝統医学。

・中医学、韓医学は、起源は同じだが、異なった医学体系を形成している。
・江⼾中期に伝来したオランダ医学を｢蘭⽅」と呼んだのに対して、

従来の⽇本の伝統医学を｢漢⽅」と呼ぶようになった。

奈良時代以降に伝来

韓薬

中薬

漢方薬

2薬用作物産地支援協議会
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漢⽅薬の原料となる⽣薬

植物の花、葉、茎、根 樹⽊の樹⽪、果⽪

動物由来資源 鉱物由来資源

• ⼈参（朝鮮⼈参）
• 蘇葉（シソ）
• 乾姜（ショウガ）
など

• ⼭椒（サンショウの実）
• 陳⽪（ミカンの⽪）
• 桂⽪（シナモン） な
ど

• 蝉退（セミの抜け殻）
• 牡蛎（⾙殻）
• ⻯⾻（ほ乳類の⾻化⽯）
など

• ⽯膏（天然⽯膏） など

薬用作物産地支援協議会
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⽣薬の品質を安定化するために・・・・
品質規格について

薬用作物産地支援協議会
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日本薬局方/日本薬局方外生薬規格

・⽣薬の基原種
・性状（外部および内部形態・⾊・味・臭い）
・確認試験 ・純度試験 ・乾燥減量 ・灰分
・酸不溶性灰分 ・エキス含量 など

自社基準
自社規格

⽇本薬局⽅の規定以外のの品質管
理項⽬を含む、各社独⾃の品質規
格/基準
・管理指標成分・基原の限定など

漢⽅・⽣薬製剤の⼀例
医療⽤医薬品 ＯＴＣ医薬品
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薬用作物産地支援協議会

医療⽤漢⽅製剤の需要と
漢⽅⽣薬製剤の原料の需要
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薬用作物産地支援協議会

国内医療⽤医薬品市場と漢⽅市場の推移（売上ベース）

109,729106,887103,476106,294103,293105,393104,308市場規模
（億円） 1,8191,7301,6101,5831,5361,5091,481

1.71.61.61.51.51.41.4漢⽅シェア
（％）

Copyright © 2023IQVIA.「JPM 2015年4⽉〜2023年3⽉」をもとに独⾃に集計 無断転載禁⽌
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薬用作物産地支援協議会

原料⽣薬の使⽤量と⽣産国 （2008-2020年度）
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「⽇本における原料⽣薬の使⽤量に関する調査報告(3)」⽣薬学雑誌77(1), 24-41(2023)

2008〜2020年度 全使⽤量上位20品⽬

薬用作物産地支援協議会
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国産比率国内産使用量(kg)全使用量(kg)

11%2,727,50425,372,768合計（生薬全体）

0.001%151,620,117カンゾウ（甘草）1

3%42,6601,480,265シャクヤク（芍薬）2

0.02%2701,473,991ブクリョウ（茯苓）3

1,187,954センナジツ（センナ実）4

0.005%551,046,739ケイヒ（桂皮）5

839,865ハンゲ（半夏）6

837,817タイソウ（大棗）7

23%191,929828,010トウキ（当帰）8

815,640ソウジュツ（蒼朮）9

100%805,720805,720コウイ（膠飴）10

0.1%1,021713,872ニンジン（人参）11

619,517マオウ（麻黄）12

3%19,444580,879サイコ（柴胡）13

77%413,363536,947センキュウ（川芎）14

0.01%27510,632カッコン（葛根）15

0.05%229483,189ヨクイニン（薏苡仁）16

470,209タクシャ（沢瀉）17

469,388ビャクジュツ（白朮）18

0.1%380466,446ショウキョウ（生姜）19

1%2,452431,687ジオウ（地黄）20

2008～2020年に

使用実績のある生薬は
305種類

※数字は１３年間の平均
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2008〜2020年度 国内産⽣薬使⽤量 上位20品⽬

薬用作物産地支援協議会
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2008～2020年に
国内産生薬の

使用実績のある生薬は
123種類

※数字は１３年間の平均

国産比率国内産生薬使用量(kg)

11%2,727,504合計（国内産の生薬全体）

100%805,720コウイ（膠飴）1

77%413,363センキュウ（川芎）2

23%191,929トウキ（当帰）3

100%151,449クマザサ（熊笹葉・隈笹葉）4

39%125,110チンピ（陳皮）5

41%78,168コウボク（厚朴）6

64%75,593ボウイ（防已）7

100%74,929クロモジ（黒文字・ウショウ）8

60%62,967コウベイ（粳米）9

100%59,114サンショウ（山椒）10

61%55,642ボレイ（牡蛎）11

42%47,740ブシ（附子）12

96%46,571モクツウ（木通）13

90%46,355ボウショウ（芒硝）14

44%43,266キジツ（枳実）15

3%42,660シャクヤク（芍薬）16

91%42,479アキョウ（阿膠）17

8%31,121ダイオウ（大黄）18

8%26,651オウギ（黄耆）19

99%26,141ショウバク（小麦）20

2015・18・21年度 国内産⽣薬調達量 上位品⽬

薬用作物産地支援協議会
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2015・18・21年度に

調達実績のある品
目は89品目

※調達量の数字は
2015・18・21年度の
平均

※会社数は、重複
算入なし

※調達量は、農産
物品目のみ抽出

調達量(kg)生薬名
415,137センキュウ（川芎）1

223,868トウキ（当帰）2
119,075チンピ（陳皮）3

78,157サンショウ（山椒）4
62,088ボウイ（防已）5
52,369クロモジ（黒文字・ウショウ）6

43,382シャクヤク（芍薬）7
41,624コウベイ（粳米）8

38,600オウギ（黄耆）9
34,306ショウバク（小麦）10

33,977モクツウ（木通）11
33,932コウボク（厚朴）12

31,968キジツ（枳実）13
27,362クマザサ（熊笹葉・隈笹葉）14
22,084ボクソク（撲樕）15

20,213ソヨウ（蘇葉）16
17,252サイコ（柴胡）17

16,343ブシ（附子）18
16,044アカメガシワ（赤芽槲）19
13,639バクガ（麦芽）20
13,636カノコソウ（吉草根）21

会社数生薬名
13 センキュウ（川芎）1

11サンショウ（山椒）2
11トウキ（当帰）3

10シャクヤク（芍薬）4

9コウベイ（粳米）5

8ガイヨウ（艾葉）6

6インチンコウ（茵陳蒿）7
6サイコ（柴胡）
6ショウバク（小麦）
6チクセツニンジン（竹節人参）

6ドクカツ（独活）
5カノコソウ（吉草根）12
5チンピ（陳皮）
4キジツ（枳実）14
4サンヤク（山薬）
4シャゼンソウ（車前草）
4ジュウヤク（十薬）
4センブリ（当薬）
4チャヨウ（茶葉）
4ナンテンジツ（南天実）
4ハトムギ（鳩麦）
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⽇漢協調べ(2022)
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薬用作物産地支援協議会
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国内産⽣薬調達量推移
2015年度に⽐べ、2021年度は天候不順などの理由により⼀旦調達量が下がるが、
2022年に回復傾向となっている。

薬用作物産地支援協議会

⽇本加盟会社の
⽣薬調達態様について
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薬用作物の調達態様（2021年）

14

日漢協加盟会社

61社
国産を

調達している

20社

1,043,354kg

生産団体など

155軒

426,376㎏問屋さんなど

230軒

契約栽培のみで調達し
ているもの：15品目

問屋さんからのみ仕入れているもの
：43品目

※自社栽培は
3社、30,076kg

11社

16社

38品目

65品目

（81品目 約1,500トン）

72%

薬用作物には市場がなく、何らかの契約により生産が行われている

⽇本における⽣薬流通実態について

契約

薬用作物産地支援協議会

薬用作物のうち農産物の調達態様（2021年）

15

日漢協加盟会社

61社
国産を調達
している
19社

911,963kg
⽣産団体など

140軒

235,976㎏問屋さんなど
154軒

センキュウ・トウキ・
チンピなど32品⽬

センキュウ・
サンショウなど

48品⽬
※⾃社栽培は
7,371kg

11社

15社

（62品目約1,200トン） 79%

調達量(kg)生薬名

301,910センキュウ（川芎）1

202,743トウキ（当帰）2

146,529チンピ（陳皮）3

62,976オウギ（黄耆）4

42,629サンショウ（山椒）5

34,975キジツ（枳実）6

30,758シャクヤク（芍薬）7

13,321サイコ（柴胡）8

12,958ソヨウ（蘇葉）9

9,193ブシ（附子）10

8,959カノコソウ（吉草根）11

契約

主な契約栽培品目

主な問屋経由品目

数量(㎏)生薬名

29,064センキュウ（川芎）1

21,418サンショウ（山椒）2

19,904バクガ（麦芽）3

12,412ジュウヤク（十薬）4

12,180ガイヨウ（艾葉）5

9,560ビワヨウ（枇把葉）6

9,276センブリ（当薬）7

※コウベイ（粳米）、ショ
ウバク（小麦）を除く

薬用作物産地支援協議会
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薬用作物産地支援協議会

国内薬⽤作物⽣産拡⼤の意義と
これまでの取り組み

16

薬用作物産地支援協議会

医薬品メーカー︓
需要量の増加に対する原料調達リスクの軽減および国内⾃給率の向上
これまでの⽣産者様と取引関係を維持継続
農林⽔産省︓
複合経営の⼀品⽬として経営の安定化や効率化に役⽴ち、
地域農業の振興を図るために必要な作物として重要な役割を果たしている
(薬⽤作物をめぐる事情より)

厚⽣労働省︓
薬⽤作物・⽣薬調達先の複線化の推進による医薬品の安定供給

国内での薬⽤作物⽣産拡⼤継続は
必要不可⽋

国内での薬⽤作物⽣産拡⼤の意義

17
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薬用作物産地支援協議会

茶・薬⽤作物等地域特産作物体制強化促進事業のスキーム

厚⽣労働省

医薬基盤・健康・
栄養研究所

・薬⽤作物に関する⽀援
⇒茶・薬⽤作物等

地域特産作物体制
強化促進事業

・薬⽤植物・⽣薬の規制に関
する情報提供

・薬⽤植物の種苗・栽培に関する
情報提供

農林⽔産省

全国農業改良普及⽀援協会

・薬⽤作物産地⽀援協議会事務局

2016年
設⽴

薬⽤作物産地⽀援協議会
・地域説明会等の実施
・栽培技術研修の実施
・事前相談窓⼝の設置
・技術アドバイザー

⽇本漢⽅⽣薬製剤協会
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10年間のマッチング概況 2023年3⽉31⽇時点

マッチング概況
⽇漢協調べ(2023)

①折衝開始︓ ⽣産者と医薬品メーカーが具体的に話し合いを開始した件数
②折衝不成⽴︓折衝開始①したが、取引開始または試作開始に⾄らなかった件数
③試作継続中︓折衝開始①の後、試作に進み、2023年3⽉末時点で試作を継続中の件数（取引開始前）
④取引開始︓ 折衝開始①の後、⽣産者が医薬品メーカーと売買契約を締結した件数
⑤取引継続中︓上記④のうち、2023年3⽉末時点で取引継続中の件数
⑥取引終了︓ 取引開始したがその後終了した件数（上記④のうち2023年3⽉末時点で取引終了済）

合計2022202120202019201820172016201520142013年度⇒

13619721812153645①折衝
開始

11302501612143340②折衝
不成立

31200000000③試作

継続中

200522020135④取引

開始

150502010133⑤取引

継続中

50020010002⑥取引
終了

薬用作物産地支援協議会
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不成⽴/取引終了との主な要因

薬用作物産地支援協議会
20

②折衝不成立
価格（単価・反収）
生産者側の生産規模が小さい
気候・環境条件

⑥取引終了
価格（単価・反収）
生産量が少なすぎる（生産規模拡大ができない）
採算ベースに乗らず、意欲低下
行政担当者の変更
技術不足（研究データ不足）

薬用作物産地支援協議会

⽇漢協2030年調達計画について

21
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薬用作物産地支援協議会

⽇本漢⽅⽣薬製剤協会HP 漢⽅の将来ビジョン2040 https://www.nikkankyo.org/action/action5.htm
22

薬用作物産地支援協議会

漢⽅の将来ビジョン2040 ⽇本漢⽅⽣薬製剤協会

23
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薬用作物産地支援協議会

24

漢⽅の将来ビジョン2040 ⽇本漢⽅⽣薬製剤協会

薬用作物産地支援協議会

25

⽇漢協2030年調達計画
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重点品目の設定：8品目

事業として開始済の施策

契約栽培
（会社数）

調達計画
（会社数）

調達量
（kg）

使用量
（kg）

品目

2社以上2社以上1トン以上1トン以上

28415,137413,363 センキュウ（川芎）1

47223,868191,929トウキ（当帰）2

2978,15759,114サンショウ（山椒）3

2216,34347,740ブシ（附子）4

種苗の増殖実証（長野・5ha相
当分）2024年秋配布

5943,38242,660シャクヤク（芍薬）5

4417,25219,444サイコ（柴胡）6

種苗の増殖実証（長野・50a相
当分）2023年秋配布

3413,63612,331カノコソウ（吉草根）7

2712,1978,913ガイヨウ（艾葉）8

農地で栽培されている品目のうち、国内産の使用量、調達量が多いもの。
複数の会社が国内産の調達および契約栽培を行っている品目
※2社以上が契約栽培を行っている品目はこの8品目しかない。

薬用作物産地支援協議会

26

【新たな作物又は品種の現地適応性試験】

現地適応性試験ほ場（重点品目の種苗増殖実証）
カノコソウ・シャクヤクについて実施中

・より実践的な形で種苗増殖の圃場を運営し、増殖効率・生育状況・作業効率を調査する。
（芍薬18a、カノコソウ13a）

・実証ほ場運営の結果、生産物として種苗が生産されるため、それを全国の希望者に配布
する（試作程度の量）。

・種苗増殖の実証のための事業であり、試作する方への細かな栽培指導は出来ないが、
栽培方法については「地域説明会」「動画（Youtube）」などで紹介する。

33,000本
15万本

薬用作物産地支援協議会

27
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現地適応性試験圃場の状態
2023年実施：長野県安曇野市 安曇野みらい農園

カノコソウは2023年10月に収穫、データ収集を行い、生産物（＝苗）を配布する。
シャクヤクは2024年10月に収穫～配布。

カノコソウ4月 カノコソウ6月

シャクヤク4月

シャクヤク6月

薬用作物産地支援協議会

28

掘り上げた状態（10月）

加工調整
株の処理・洗浄・乾燥

吉草根（カノコソウ）

↓これが送られてきます！

5から10個に分割し、定植用
の苗を作ります。

ベンレート160倍液に30分間浸漬
します。 定植収穫は薬産協で実施

苗の配布～定植までの流れ

カノコソウの種苗配布について

分割して定植
します。

これが翌年の
畑になります。

洗浄して乾燥
すると、製品
になります。

カノコソウは製品にする部位、苗にする部位が
同じです。

薬用作物産地支援協議会
29
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カノコソウを作ってみませんか

薬用作物産地支援協議会

30

薬⽤作物に関する情報を集めたホームページ

薬用作物産地支援協議会

31

薬⽤作物産地⽀援協議会
ホームページ

相談窓⼝

イベント
地域説明会
および相談会

栽培技術研修会

技術
アドバイザー

マッチング⽀援
・⽣産者発信情報
・メーカー発信情報

産地化取組事例

産地化
パンフレット

分析調査

栽培技術等の情報 作ってみませんか
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相談窓⼝

薬用作物産地支援協議会

32

産地化を希望する⽣産者等からの相談・質問に対応する。
お問い合わせフォームのほか、メール、電話、ＦＡＸにて対応可。

産地化パンフレット

薬用作物産地支援協議会

33

対象︓新規に薬⽤作物を取り組むことを検討している⽣産者。

内容︓薬⽤作物に取り組む上での、注意すべき点や情報収集の⽅法について
⼀般的な流れを紹介する。
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地域説明会および相談会
産地化を⽬指す地域(関係者)と実需者との情報の交換・
共有を図るための説明会

薬用作物産地支援協議会

34

2023年8月2日 薬用作物 重点品目説明会（カノコソウ）および相談会
・薬産協 取り組み説明
・カノコソウ栽培の実際
・質疑応答

2023年9月5日 薬用作物の産地化に向けた地域説明会および相談会
・薬用作物の産地化までの道のり 【日本漢方生薬製剤協会】
・薬用作物を対象とした補助事業等について 【農林水産省】
・漢方製剤の現状等について（薬局方、薬価、医薬品原料、食薬区分 等） 【厚生労働省】
・薬用植物資源研究センターからの資源情報提供 【医薬健栄研・薬用植物資源研究センター】
・国内生薬の栽培現場を取り巻く環境について 【地域特産物マイスター】
・質疑応答

2023年12月5・6日 [栽培技術研修会 合同開催]
薬用作物 重点品目説明会（カノコソウ・シャクヤク）および相談会
１日目：現地研修 １３：００～１６：００（現地参加のみ可）
２日目：薬用作物に係る説明会
・薬産協 取り組み説明
・カノコソウ栽培の実際
・シャクヤク栽培の実際
・質疑応答
・情報交換会

産地化取組事例

薬用作物産地支援協議会

35

実際に産地化に成功している、または成功に向けて取り組んで
いる⽣産団体の様⼦・経緯を事例紹介としてまとめている。
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マッチング⽀援
⽣産団体様と実需者（漢⽅薬メーカー）とのマッチングの場

薬用作物産地支援協議会

36

国内において薬⽤作物に
は市場が無い。
そこで、医薬品メーカー
と⽣産団体様との売買成
⽴を⽀援する。

マッチング⽀援（⽣産者発信情報）
⽣産団体様が販売を希望する⽣薬の情報を掲載。

薬用作物産地支援協議会

37

医薬品メーカー側は情報を閲覧
し、取引希望の場合には連絡を
⼊れる。
※⽣産団体様は、
①今年度納品可能（50kg以上）
②今年度納品可能（50kg未満）
③今後薬⽤作物の⽣産を希望
の３種類から選んで応募できる。
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マッチング⽀援（メーカー発信情報）

医薬品メーカー側の取引希望条件を掲載する。（⽣薬品⽬毎）
合致する場合には、⽣産概況をフォームに記⼊し、お申込みを。

薬用作物産地支援協議会

38

技術アドバイザー
栽培や加⼯調製段階におけるお困りごとを解決するために
専⾨技術指導者を現地圃に派遣し、アドバイスを⾏う。
基本的に無償。 売り先（取引先）の紹介は不可。

薬用作物産地支援協議会

39
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⽣産者様においては、試作⽣産物が⽇本薬局⽅の要件をクリアしている
かを確認することができる。
※ご要望を全てお受けできる訳ではございません
対象品⽬︓漢⽅・⽣薬製剤の原料となる、「⽇本薬局⽅収載品⽬」および「局外⽣薬規格」の範囲

⽇本国内で⽣産された薬⽤作物に限ります
対象者 ︓法⼈・農協の部会・農業者で組織する団体等 ※個⼈での応募は対象外

当協議会は、試作品がどのような⽣産物となるのかを調査し、今後の⽀援対策に活⽤いたします。

分析
機関

⽣産
団体

①要望 ②精査

③回答
実施可否

④ｻﾝﾌﾟﾙ
送付

⑤分析
委託

⑥結果⑦連絡

締切︓10⽉31⽇
薬
産
協

ホームページで応募受付中

令和５年度は、１０⽉３１⽇締め切り︕︕

分析調査

薬用作物産地支援協議会

40

薬用作物産地支援

情報提供

・活⽤できる国の⽀援策、
収⼊保険制度等

・⽇本薬局⽅、⾷薬区分、薬価等

・薬⽤植物資源の確保、
栽培技術の確⽴研究等

薬用作物産地支援協議会

情報提供

41
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内閣官房の新しい資本主義実現会議より 成⻑戦略等のフォローアップが閣議決定されました。

関連事項
掲載項⽬

内閣官房 新しい資本主義実現会議 成⻑戦略等のフォローアップ（令和5年６⽉16⽇閣議決定）

薬用作物産地支援協議会

42

・漢⽅について、⽣薬の国内⽣産を⽀援するとともに、国内
産業の競争⼒強化に資する国際標準化を着実に進める。

Ⅱ．「 GX・DX等への投資」関連のフォローアップ
３．「科学技術・イノベーション」関連

（４）再⽣・細胞医療・遺伝⼦治療等 （医療・医薬品）P7

昨年同様の記載ですが、「着実に」が新たに追記されています

内閣官房 成⻑戦略等のフォローアップ（令和5年６⽉16⽇閣議決定）

薬用作物産地支援協議会

43
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薬用作物産地支援協議会

ご清聴ありがとうございました


